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■休館日：�月曜日（祝日の場合はその翌日）、図書整理日
◎お話会：11月 14日土 午前10時30分～11時30分
　　　　　工作「秋を折ろう」

　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。11月6日金までに政策企画課（〒315-8512上土田461）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【電話番号】【漢字にはふりがな】の記載をお願いします。

青見

❖チェックイン（図書館本館）
日時：12 月 6 日日 午前 10 時 30 分
司書による絵本の読み聞かせ後、ぬいぐるみをお預かりします
ご都合の悪い方は、午前 9 時～午後 5 時までの間にチェックイン

（小学校・義務教育学校 6 年生までのお子さまは保護者同伴必須）
❖チェックアウト（図書館本館）

日時：12 月 9 日水 午前 9 時～午後 8 時
　　　12 月 10 日木 午前 9 時～午後 6 時

◉場所：図書館本館（霞ヶ浦コミュニティセンター（旧あじさい館）内）
◉対象：市内在住の 3 歳から高校 3 年生まで　※当事業を未体験の方に限る
◉定員：10 人（1 人につきぬいぐるみ 1 体）
　　　　※�応募者多数の場合は抽選を行い、図書館ホームページおよび館内掲示にて、

当選者番号を発表
◉申込：図書館本館・分館カウンターに応募用紙を提出または図書館本館に電話
◉締切：11 月 20 日金 午後 4 時 30 分まで 

ぬいぐるみたちのお泊り会
　お気に入りのぬいぐるみを図書館にお泊りさせてみませんか？あなたのぬいぐる
みが夜の図書館を探検します。お泊りの様子は、チェックアウト時にアルバムにし
てプレゼントします。さらに、ぬいぐるみにはミニアルバムをプレゼント！おうち
に帰ったら、一緒に思い出を楽しんでくださいね。LIBRARY
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ゆっくり本を楽しむ
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11 月 図書館カレンダー

ホームページでは、利用案内や図書検索など
図書館の情報を掲載しています▶

図書館ボランティアのご案内
◉��「石のスープの会」は、毎週第2土曜日にお話会を開催しています。
◉��「つくしんぼ」は、児童クラブ・保育所などへ読み聞かせを行っ

ています。
◉��図書整理「ひばりの会」、本を通して交流を深める「読書会」も

活発に活動しています。
問 図書館本館 ☎ 029-897-0647
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　市の天然記念物「下大津のサクラ」や下大津さく
ら館（旧下大津公民館）、古刹南圓寺からほど近い
場所に、旧下大津小学校（奉安殿建設時は「下大津
尋常高等小学校）の奉安殿があります。奉安殿とは、
戦前・戦中の日本において学校などに設けられ、天
皇陛下・皇后陛下の写真（当時は「御真影」と呼んだ）
と教育勅語を安置した特別な建物です。
　戦後には、GHQ のいわゆる「神道指令」により
全国の学校から撤去・解体されました。当市周辺
地域も例に漏れず、歴史博物館の敷地内には、旧
佐賀小学校の奉安殿の建設記念碑のみが移設され
ています。県内全体に目を向けてみても、現在遺
されている奉安殿はあまり知られておらず、数カ所
にとどまるものと思われます。多くの奉安殿は神
社風の建築となっていたようですが、旧下大津小

学校の奉安殿は西洋風の建築でドーム状のモダン
な外見をしています。県内に遺る桜川市や坂東市
の奉安殿についても洋風建築であることは、興味深
い共通点と言えます。旧下大津小学校の奉安殿は、
現在地に移設され下大津村役場の貴重品倉庫とし
て転用されたため、奇跡的に取り壊しを免れたもの
と言われています。
　奉安殿は、戦時中の教育の在り方を示す貴重な

「語り手」です。大切に守り伝えていくことで当時
を振り返り、二度と戦争をしない・戦争を起こさな
い世界をつくっていくことが重要なのではないで
しょうか。
問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017

人生の
先輩

健康の秘訣をお聞きしました

「人生の先輩」への掲載を募集しています。

▲詳細

問 政策企画課（千代田庁舎） 
☎ 029-897-1111

対象▶市内在住の65歳以上の方
応募▶政策企画課までお電話にてご連絡ください。
　　　右記の二次元コードからのご応募も可能です。
　　　掲載人数を超えた場合は抽選となり、もれた場合は翌月以降に再抽選します。

音楽との出会い

　私の音楽との出会いは、小学生時代に群馬交響楽団の演奏を聴いた時
でした。すごく感動し楽器の演奏ができればと思い、中学に入って吹奏
楽部で初めて楽器を手にしました。開花したのは高校時代で、当時高校
野球（前橋工業高校）が強く、昭和 41 年春に初めて甲子園に行き部長
として指揮をとり、前橋市の市内パレードをしたことを思い出します。
また、群馬会館にて吹奏楽部で演奏会も開催しました。
　その後就職してからもバンドマンを続け、定年後の 2018 年にかすみ
がうらサクソフォンクラブを立ち上げ演奏活動を続けています。人生い
ろいろある中で、楽しいとき、苦しいときも、音楽は人を繋ぎ、人を助
けることを学びました。今後も音楽仲間と共に、施設慰問やイベント活
動を続けたいと思っています。
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現在の様子▶
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